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中
部
電
力
は
、
防
災
体
制
を
強

化
す
る
一
環
と
し
て「
緊
急
時
即

応
班
」
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準

備
を
開
始
し
ま
し
た
。

緊
急
時
即
応
班
と
は
、
浜
岡
原

子
力
発
電
所
の
初
動
対
応
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
訓
練
を
積
ん
だ

中
部
電
力
社
員
が
24
時
間
３
６
５

日
発
電
所
に
常
駐
し
、
事
故
発
生

時
の
初
動
対
応
を
専
門
に
行
う

チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。

緊
急
時
即
応
班
は「
重
機
に
よ

る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
」
や

「
電
源
車
に
よ
る
電
源
の
確
保
」

な
ど
の
想
定
さ
れ
る
対
応
の
ほ

か
、
い
か
な
る
状
況
に
も
臨
機
応

変
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
普
段
か

ら
事
故
を
想
定
し
た
教
育
や
訓
練

に
励
み
ま
す
。
ま
た
、
日
常
業
務

に
お
い
て
は
、
高
台
に
配
備
す
る

「
可
搬
型
の
動
力
ポ
ン
プ
」
や「
電

源
車
」
な
ど
、
重
大
事
故
対
処
設

備
の
巡
視
や
定
期
的
な
試
験
も
行

い
、
常
に
使
え
る
状
態
に
し
て
お

く
任
務
に
つ
き
ま
す
。

中
部
電
力
は
、７
月
１
日
付
け

で
組
織
改
定
お
よ
び
業
務
分
担
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

▲郷西横穴群の出土遺物

▲可搬型の動力ポンプ ▲がれき撤去訓練

埋蔵文化財包蔵地
郷西横穴群

郷
ごう

西
にし

横穴群は、佐倉字郷地区の北端部に位置する
津島神社の東側に位置しています。

昭和５年に刊行された旧「静岡県史」に津島神社
東の横穴から人骨２体と土器、刀が出たと記されて
おり、これが郷西横穴群であると思われます。

２基で１群を成す郷西横穴群は、西側の第１号墳
は遺体を安置する玄

げん
室
しつ

の長さが約３㍍、入り口から
玄室への通路である羨

せん
道
どう

の幅が1.15㍍の長円形だ
と思われますが、崩壊により詳細は不明です。

東側の第２号墳は、平面形が略横長円形で断面は
ドーム状を成すようですが、崩壊・掘削により詳細
は不明です。

この横穴群からは７世紀末から８世紀初頭の広
ひろ

口
くち

長
ちょう

頸
けい

壺
こ

が１点出土していますが、それ以外の長
ちょう

脚
きゃく

高
たか

坏
つき

や２段透
すかし

高坏、短
たん

頸
けい

壺
こ

、短
たん

頸
けい

坩
かん

、長
ちょう

頸
けい

坩
かん

な
どの出土遺物 (10点 ) は６世紀中頃のものであるこ
とから、市で最も古い時期に構築された横穴群であ
ると考えられます。

浜
岡
原
子
力
発
電
所

�

　
緊
急
時
即
応
班
準
備
チ
ー
ム
が
発
足

御前崎市最古の横穴群

市内佐倉地区

津島神社

官長寺
郷西横穴群
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